
(57)【要約】

【課題】複数のプリント基板に分割する一体型のプリン

ト基板において、接続部が不用意に割れてしまわない強

度を保ち、しかも１回の分断作業で分割できるようにす

る。

【解決手段】第一プリント基板１１と第二プリント基板

１２の接続部１３ａ、１３ｂを結ぶ直線Ａ－Ａ（分断ラ

イン）上に、各接続部１３ａ、１３ｂが最小幅ｄとなる

ようにくびれを設ける。両接続部１３ａ、１３ｂの破断

領域が分断ライン上となるため、第一プリント基板１１

と第二プリント基板１２を分割する際には、分断用の工

具を使用せず、直線Ａ－Ａを分断ラインとして折り曲げ

るように力を加えることで、すべての接続部１３ａ、１

３ｂを同時に分断できる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も ２ つ の 独 立 部 位 と 、 前 記 ２ つ の 独 立 部 位 を 互 い に 接 続 す る 複 数 の 接 続 部 と 、
を 有 し 、 各 接 続 部 を 分 断 す る こ と に よ っ て 各 独 立 部 位 を 分 離 す る 一 体 型 の プ リ ン ト 基 板 で
あ っ て 、 各 接 続 部 が 、 す べ て の 接 続 部 を 結 ぶ 直 線 上 に 、 前 記 直 線 方 向 の 最 小 幅 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る プ リ ン ト 基 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 直 線 上 に 、 各 接 続 部 の 幅 を 縮 小 す る た め の 除 去 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の プ リ ン ト 基 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 １ 枚 の プ リ ン ト 基 板 を 複 数 の 基 板 製 品 に 分 割 す る 一 体 型 の プ リ ン ト 基 板 に 係
わ り 、 特 に 、 一 体 型 状 態 で の 強 度 を 保 ち な が ら も 、 効 率 よ い 分 割 作 業 を 可 能 と す る プ リ ン
ト 基 板 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 体 型 の プ リ ン ト 基 板 の 複 数 の 独 立 部 位 （ 基 板 製 品 ） を 分 断 す る 従 来 の 接 続 部 構 造 に は
、 接 続 部 を ニ ッ パ な ど の 工 具 で 分 断 し 易 く し た も の が 知 ら れ て お り 、 こ れ ら は 、 特 許 文 献
１ ～ ４ に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 工 具 を 使 用 せ ず 、 特 許 文 献 ５ お よ び 特 許 文 献 ６ に 開 示 さ れ た よ う に 、 接 続 部 に 回
転 す る 力 を 加 え て 分 断 す る 接 続 部 構 造 を 有 す る も の も 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 1０ － ３ ２ ６ ９ ４ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ６ － ３ ４ ２ ９ ６ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ４ － ３ ２ ０ ３ ８ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 実 公 平 ３ － ４ ６ ５ １ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 ７ － ２ ４ ０ ５ ６ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 平 ６ － ３ ０ ２ ９ ２ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 １ 枚 の プ リ ン ト 基 板 を 、 部 品 実 装 後 に 複 数 の 基 板 製 品 に 分 割 す る 一 体 型 の プ リ ン ト 基 板
の 接 続 部 構 造 は 、 部 品 実 装 が 終 了 す る ま で 不 用 意 に 割 れ て し ま わ な い 程 度 の 強 度 を 保 つ 必
要 が あ る た め 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 複 数 の 接 続 部 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ６ の プ リ ン ト 基 板 ７ ０ は 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 ７ １ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 ７ ２ が Ａ － Ａ 線
に 沿 っ た ス リ ッ ト 上 の ２ つ の 接 続 部 ７ ３ ａ 、 ７ ３ ｂ に よ っ て 接 続 さ れ た 一 体 型 の 構 造 で あ
る 。 プ リ ン ト 基 板 ７ ０ へ の 部 品 取 付 け は 一 体 構 造 の ま ま で 行 い 、 部 品 取 付 け 後 に 、 接 続 部
７ ３ ａ 、 ７ ３ ｂ を そ れ ぞ れ 分 断 し 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 ７ １ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 ７ ２ に 分 割
す る 。 ２ つ の 接 続 部 ７ ３ ａ 、 ７ ３ ｂ を １ つ の ス リ ッ ト に 設 け た 構 造 で あ る た め 、 プ リ ン ト
基 板 ７ ０ を Ａ － Ａ 線 で 折 り 曲 げ る よ う に 力 を 加 え る と 、 各 接 続 部 ７ ３ ａ 、 ７ ３ ｂ に 応 力 が
集 中 す る 。 そ の 結 果 、 各 接 続 部 ７ ３ ａ 、 ７ ３ ｂ が 破 断 し 、 プ リ ン ト 基 板 ７ ０ の 分 割 が 可 能
と な る 。 し か し 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 ７ １ の 幅 Ｌ が 長 く な る ほ ど 、 少 な い 外 力 で も 接 続 部 ７
３ ａ 、 ７ ３ ｂ が 破 断 し 易 く な る た め 、 部 品 取 付 け 前 や 部 品 取 付 け 中 に プ リ ン ト 基 板 ７ ０ が
不 用 意 に 割 れ て し ま う と い う 問 題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 図 ７ の 構 成 は 、 プ リ ン ト 基 板 ８ ０ の 第 一 プ リ ン ト 基 板 ８ １ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 ８
２ が 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 ８ １ の 対 角 位 置 に 配 設 さ れ た 接 続 部 ８ ３ ａ 、 ８ ３ ｂ に よ っ て 接 続
さ れ た 一 体 型 の 構 造 で あ る 。 一 方 の 接 続 部 ８ ３ ａ を 分 割 す る た め の 分 断 ラ イ ン （ Ａ － Ａ 線
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） と 、 接 続 部 ８ ３ ｂ を 分 割 す る た め の 分 断 ラ イ ン （ Ｂ － Ｂ 線 ） は 同 一 直 線 上 に 存 在 し な い
た め 、 ２ つ の 接 続 部 ８ ３ ａ 、 ８ ３ ｂ を 同 時 に 折 り 曲 げ る よ う に 力 を 加 え て の 同 時 分 割 は 不
可 能 で あ る 。 そ れ 故 、 プ リ ン ト 基 板 ８ ０ は 、 図 ６ の プ リ ン ト 基 板 ７ ０ よ り も 接 続 強 度 に 優
れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 分 割 作 業 に お い て は 、 ２ つ の 接 続 部 ８ ３ ａ 、 ８ ３ ｂ を そ れ ぞ れ 工 具 を 用 い て 切
断 す る か 、 一 方 の 接 続 部 ８ ３ ｂ を 工 具 で 切 断 し 、 そ の 後 に 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 ８ １ を Ａ －
Ａ 線 で 折 り 曲 げ る よ う に 力 を 加 え 、 他 方 の 接 続 部 ８ ３ ａ を 分 断 す る 。 こ の た め に 、 切 断 工
具 の 費 用 や 作 業 の 手 間 が か か る と 言 っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ８ は 、 図 ７ の 構 成 に お い て 切 断 工 具 を 使 用 せ ず 、 Ｂ － Ｂ 線 で 折 り 曲 げ る よ う に 無 理 に
力 を 加 え た 場 合 を 示 す 。 第 一 プ リ ン ト 基 板 ８ １ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 ８ ２ は 接 続 部 ８ ３ ａ で
接 続 さ れ て い る が 、 Ｂ － Ｂ 線 で 折 り 曲 げ る よ う に 力 を 加 え る と 、 接 続 部 ８ ３ ａ に は 回 転 す
る 力 が 加 わ る た め 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 ８ １ に 破 線 で 示 す よ う な 剥 離 が 生 じ る 。 従 っ て 、 接
続 部 ８ ３ ａ 内 で 分 割 で き ず 、 分 断 ラ イ ン が 基 板 側 に 入 り 込 ん で し ま う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 上 記 従 来 の 技 術 の 有 す る 未 解 決 の 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 分 割 す る
前 の 基 板 強 度 が 高 く 、 し か も 一 回 の 分 断 作 業 で 分 割 で き る 一 体 型 の プ リ ン ト 基 板 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の プ リ ン ト 基 板 は 、 少 な く と も ２ つ の 独 立 部 位 と 、 前 記 ２ つ の 独 立 部 位 を 互 い に
接 続 す る 複 数 の 接 続 部 と 、 を 有 し 、 各 接 続 部 を 分 断 す る こ と に よ っ て 各 独 立 部 位 を 分 離 す
る 一 体 型 の プ リ ン ト 基 板 で あ っ て 、 各 接 続 部 が 、 す べ て の 接 続 部 を 結 ぶ 直 線 上 に 、 前 記 直
線 方 向 の 最 小 幅 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 分 割 さ れ る 独 立 部 位 の 対 角 位 置 に 配 設 さ れ た 複 数 の 接 続 部 を 有 す る 一 体 型 の プ リ ン ト 基
板 に お い て 、 す べ て の 接 続 部 を 結 ん だ 直 線 を 分 断 ラ イ ン と し て 折 り 曲 げ る こ と で 、 す べ て
の 接 続 部 を 同 時 に 分 断 す る こ と が で き る 。 プ リ ン ト 基 板 を 折 り 曲 げ る た め の 外 力 を 加 え る
だ け で 、 切 断 用 の 工 具 を 使 用 す る こ と な く 、 一 回 の 作 業 で 基 板 を 分 割 す る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 実 施 例 １ に よ る 一 体 型 の プ リ ン ト 基 板 １ ０ を 示 す 。 プ リ ン ト 基 板 １ ０ は 、 例 え ば
紙 基 材 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 銅 張 積 層 板 （ 板 厚 １ ． ６ ｍ ｍ ） で あ り 、 図 １ の （ ａ ） に 示 す よ う に
、 第 一 プ リ ン ト 基 板 １ １ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 １ ２ の ２ つ の 独 立 部 位 を 有 す る 。 そ し て 、 第
一 プ リ ン ト 基 板 １ １ の 端 縁 Ｓ １ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 １ ２ の 端 縁 Ｓ ２ と の 間 に 接 続 部 １ ３ ａ
を 設 け 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 １ １ の 端 縁 Ｓ ３ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 １ ２ の 端 縁 Ｓ ４ と の 間 に 接
続 部 １ ３ ｂ を 設 け た 一 体 型 の 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ の （ ｂ ） は 接 続 部 １ ３ ａ を 拡 大 し て 示 す 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 接 続 部 １ ３ ｂ を 拡 大 し
て 示 す 図 で あ る 。 接 続 部 １ ３ ａ は 最 大 幅 Ｄ の 部 位 と 、 く び れ （ 除 去 部 ） を 有 す る 最 小 幅 ｄ
の 部 位 で 構 成 さ れ 、 接 続 部 １ ３ ｂ も 最 大 幅 Ｄ の 部 位 と 、 く び れ （ 除 去 部 ） を 有 す る 最 小 幅
ｄ の 部 位 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 接 続 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ の 最 小 幅 ｄ は 例 え ば １ ． ６ ｍ ｍ で あ り 、 対 角 位 置 に あ る ２ つ の 接
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続 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ を 結 ん だ 直 線 Ａ － Ａ 上 で 前 記 直 線 方 向 の 幅 が 最 小 幅 ｄ と な る よ う に く
び れ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 プ リ ン ト 基 板 １ ０ は 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 １ １ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 １ ２ と の 一 体 構 造 の ま
ま で 部 品 取 付 け が 実 施 さ れ 、 そ の 後 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 １ １ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 １ ２ に 分
割 さ れ る 。 基 板 分 割 作 業 に あ た っ て は 、 ２ つ の 接 続 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ を 結 ん だ 直 線 Ａ － Ａ
を 分 断 ラ イ ン と し 、 こ の 分 断 ラ イ ン 上 で プ リ ン ト 基 板 １ ０ を 折 り 曲 げ る よ う に 力 を 加 え る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 す な わ ち 、 直 線 Ａ － Ａ を 軸 と し て 第 一 プ リ ン ト 基 板 １ １ を 回 転 さ せ る こ と で 、 接 続 部 １
３ ａ の 最 小 幅 ｄ の 部 位 と 接 続 部 １ ３ ｂ の 最 小 幅 ｄ の 部 位 に 応 力 が 集 中 し 、 各 接 続 部 １ ３ ａ
、 １ ３ ｂ が 同 時 に 破 断 す る 。 そ の 結 果 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 １ １ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 １ ２ が
分 割 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 各 接 続 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ に そ れ ぞ れ 最 小 幅 ｄ と す る た め の く び れ が 設 け ら れ て い る た め
に 、 こ こ に 応 力 が 集 中 し て 破 断 領 域 が 限 定 さ れ 、 こ の 位 置 で 正 確 に 分 割 さ れ る 。 そ の 結 果
、 従 来 例 の よ う に 、 ひ び 割 れ な ど が 発 生 し 、 割 れ 目 が 回 路 パ タ ー ン に ま で 達 し て し ま う こ
と も な く な る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 実 施 例 ２ を 示 す も の で 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 ２ １ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 ２ ２ の 接 続 部
２ ３ は 実 施 例 １ と 同 様 に 最 大 幅 Ｄ 1  を 有 し 、 直 線 Ａ － Ａ 上 に 最 小 幅 ｄ 1  と す る た め の く び
れ を 持 つ 。 接 続 部 ２ ３ の 破 断 領 域 を 第 二 プ リ ン ト 基 板 ２ ２ 側 に 寄 せ る こ と に よ り 、 基 板 分
割 後 、 第 二 プ リ ン ト 基 板 ２ ２ 側 に 接 続 部 ２ ３ の バ リ が 残 ら な い よ う に し た 。 そ の 他 の 点 は
実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 実 施 例 ３ を 示 す も の で 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 ３ １ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 ３ ２ の 接 続 部
３ ３ は 最 大 幅 Ｅ を 持 ち 、 直 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 分 断 ラ イ ン 上 に は 除 去 部 で あ る 穴 ３ ４ お よ び
く び れ が 形 成 さ れ 、 最 小 幅 ２ ｅ と な っ て い る 。 最 小 幅 ２ ｅ は 、 例 え ば １ ． ６ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 例 は 、 接 続 部 の 有 効 幅 を 大 き く す る こ と で 、 接 続 部 の 強 度 を 上 げ 、 部 品 取 付 け 時
な ど の 工 程 に お い て 不 用 意 に プ リ ン ト 基 板 が 分 断 し な い よ う な 構 造 と し た も の で あ る 。 プ
リ ン ト 基 板 の 分 割 作 業 時 に は 、 直 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 分 断 ラ イ ン 上 で プ リ ン ト 基 板 を 折 り 曲
げ る よ う に 力 を 加 え る こ と で 、 各 接 続 部 の 破 断 領 域 に 応 力 が か か り 、 ニ ッ パ な ど の 切 断 工
具 を 使 用 せ ず と も 分 割 が 可 能 で あ る 。 そ の 他 の 点 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 実 施 例 ４ を 示 す も の で 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 ４ １ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 ４ ２ の 接 続 部
４ ３ は 、 直 線 Ａ － Ａ の 方 向 に 均 一 な 幅 （ 最 小 幅 ） Ｆ を 有 し 、 直 線 Ａ － Ａ に 垂 直 に 配 設 さ れ
た も の で あ る 。 接 続 部 ４ ３ の 幅 Ｆ は 、 実 施 例 １ の 最 小 幅 と 同 等 寸 法 の 例 え ば １ ． ６ ｍ ｍ で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 例 で は 、 接 続 部 の 破 断 領 域 を 一 箇 所 に 限 定 す る く び れ や 穴 を 持 た な い た め 、 分 割
作 業 に お い て 直 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 分 断 ラ イ ン で 折 り 曲 げ る よ う に 力 を 加 え て も 応 力 が 一 箇
所 に 集 中 し な い 。 こ の た め 破 断 領 域 が 接 続 部 と 第 一 プ リ ン ト 基 板 や 第 二 プ リ ン ト 基 板 と の
境 界 部 に 及 ぶ こ と も あ る が 、 こ れ を 問 題 と し な い プ リ ン ト 基 板 に お い て は 有 効 な 実 施 例 で
あ る 。 そ の 他 の 点 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 図 ５ は 実 施 例 ５ を 示 す 。 本 実 施 例 の プ リ ン ト 基 板 ５ ０ は 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 ５ １ と 第 二
プ リ ン ト 基 板 ５ ２ か ら 成 り 、 第 一 プ リ ン ト 基 板 ５ １ と 第 二 プ リ ン ト 基 板 ５ ２ の 隣 接 す る ４
組 の 対 向 縁 に 接 続 部 ５ ３ ａ 、 接 続 部 ５ ３ ｂ 、 接 続 部 ５ ３ ｃ 、 接 続 部 ５ ３ ｄ が 配 設 さ れ て い
る 。 す べ て の 接 続 部 ５ ３ ａ ～ ５ ３ ｄ は 直 線 Ａ － Ａ 上 に 配 列 さ れ 、 か つ 、 各 接 続 部 ５ ３ ａ ～
５ ３ ｄ を 最 小 幅 に す る た め の く び れ を 直 線 Ａ － Ａ 上 に 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 基 板 の 分 割 作 業 に お い て は 、 直 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 分 断 ラ イ ン で 折 り 曲 げ る よ う に 力 を 加
え る こ と で ４ つ の 接 続 部 の そ れ ぞ れ の 最 小 幅 の 領 域 に 同 時 に 応 力 が か か り 、 一 回 の 作 業 で
分 割 す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ の 他 の 点 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ を 示 す も の で 、 （ ａ ） は プ リ ン ト 基 板 を 示 す 平 面 図 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） は
、 そ れ ぞ れ 、 （ ａ ） の ２ つ の 接 続 部 を 拡 大 し て 示 す 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 ２ の 接 続 部 の み を 示 す 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 ３ の 接 続 部 の み を 示 す 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 ４ の 接 続 部 の み を 示 す 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ５ の プ リ ン ト 基 板 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 一 従 来 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 別 の 従 来 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 従 来 例 の 接 続 部 を 示 す 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ０ 、 ５ ０ 　 　 プ リ ン ト 基 板
　 １ １ 、 ２ １ 、 ３ １ 、 ４ １ 、 ５ １ 　 　 第 一 プ リ ン ト 基 板
　 １ ２ 、 ２ ２ 、 ３ ２ 、 ４ ２ 、 ５ ２ 　 　 第 二 プ リ ン ト 基 板
　 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 ２ ３ 、 ３ ３ 、 ４ ３ 、 ５ ３ ａ ～ ５ ３ ｄ 　 　 接 続 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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